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／雪の立山に大歓声i1 I 

幸日 第334号

平成4年度外国人留学生（新入生）オリエンテーション

一一 平成 4 年 5 月 1 6 日（ 土 ）於 ． 国立立山少年自然の家 一一

富山大学に新しく入学した外国人留学生を対象とし

た「平成4年度外国人留学生 （新入生） オリエンテー

ション」が， 去る5 月16日（土）学生部主催で国立立山

少 年自然の家を会場に実施されました。 増加する留学
生の受入れ充実に資するため， 会場を学外に移して の
オリエンテーションとしては 今回初の企画となりま
した。

企 国立立山少年自然の家で行われたオリエンテーション

このオリエンテーションには， 新入学留学生26名，

チューター24名及び指導教官等教職員27名， 計77名が
参加しました。当日は， 早朝小雨模様で、したが次第に

雲聞から青空も顔を出すまずまずの天気となり， 2台

のパスに分乗しての車中では， ガイド嬢の富山の生活

と文化の案内に耳を傾け 初めて見る車窓からの富山

の景色に目を見張っていました。

国立立山少 年自然の家では， 増田学生部長， 大谷教

養部長のあいさつに始まり， 引き続き， ユーモア溢れ

る自己紹介が行われ， 和やかな雰囲気となり ました。

次いで、 日本語担当教官から， 今後の授業を受ける際
のアドバイスなど懇切丁寧にオリエンテーションが行

われました。また． 同自然の家において， 四季折々の
立山の30 分ビデオ「立山黒部アルペンノレート」 が上映

され， 午後からの「雪の立山J見学に一層その思い を

強くしていました。

昼食後， 同自然の家を後にして， 2台のパスは， 車

窓からの素晴らしい大自然、を目の当たりにしながら，

開通後間もない「立山黒部アルペンルー卜」の立山室

堂（標高25000 m）を目指しました。 春山とはいえ未だ

冬のたたずまいを見せるf雪の大谷J付近は， 積雪10

mにも及ぶ雪壁が続き圧巻でした。 また， 室堂 では，

実際に雪を手にして我を忘れて子供心ではしゃぎ回る

留学生が， 自然の偉大さを十分満喫 し ていました。 留

学生には， このオリエンテーションを通して「富山」

が深く印象づけられたものと思われます。

企 初めての雪の大自然を堪能する留学生 （於立山室堂）
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。o 0 
平成4年度

。。 。富山大学永年勤続者の表彰。。

20年勤続22名

邦 夫
健 二
正二郎
節 夫
米 蔵

功
夫
和
久

健
憲
邦
享
邦
秀

雄
雄
博
稔
朗
吾
翠
弘

夫
寛
夫
透
夫
明
隆

正 芳
以 上

なお， 表彰された方々は， 次のとおりです。
(35年勤続表彰）
学 生 部 文部事務官
人文 学部 文部事務官
教 育 学部 文 部 教 官
経済 学部 文部 教 官
教 養 部 文部 教 官

(2 0年勤続表彰）
庶 務 部 文部事務官
経 理 部 文部技官
施 設 課 文部事務官
学 生 部 文部事務官

II 文部事務官
文部事務官
文部事務官
文部事務官
文部 教 官
文部 教 官
文 部 教 官
文部 教 官
文部 教 官
文部 教 官
文部 教 官
文部 教 官
文部 教 官
文 部 教 官
文 部 教 官
文 部 教 官
文 部 教 官
文部事務官

林
揮
瀬
原
森

登
田
藤
正
田
田
崎
仙

能
塚
江
保
泉
柳
大
東
原
佐
竹
小
鳴
笹
東
金
川
水
山
米
宮
山

中
本
加
吉
飯

鉄
慣

直
雄
和

手E

龍
政

藤
川
嶋
橋
山
川
森
田
野
淵
田
腰
田

，， 

人文 学部
教 育 学部

経済 学部
理 学 部

II 

一一 3 5 年勤続 5 名．

平成4年度富山大 学永年勤続者表彰式が， 去る6 月

1 日（月）午前11時から事務局大 会議室において行われ

ました。 （表紙写真参照）

表彰式には， 各部局長等多数が列席され， 35年勤続

及び20年勤続の一人一人に， 小黒学長から表彰状と記

念品が贈られました。 引き続き， 小黒 学長から， 永年

勤続をお祝い申し上げるとともに， その間の御労苦に

対して感謝いたします。 また， 多難な大 学運営を迫ら

れている現在， 更に本学のために御尽力いただ きたい

と祝辞があり， これに対して， 被表彰者を代表して吉

原経済 学長から謝辞が述べられました。

閉式後， 事務局中 会議室において， 永年勤続者を囲

み祝賀 会が催され， 永年の労がねぎらわれるとともに

和やかな雰囲気のうちに表彰式を終了しました。

部

II 

M

学
H

II 

，， 

工

附属図書館�永年勤続の表彰に感謝するとともに更に本学発展のため精進

したいと被表彰者を代表して謝辞を述べる吉原経済学部長
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平成4年度就職活動の始動に合わせ

『就職に関する講演会』を開催

去る5月2 7日（水）午後l時から経済 学部2 01番教室

において． 本学4年次生を対象として開催された「就

職に関する講演会Jには， 延べ約180名の学生が聴講

しました。

当日は， 株式会社リクノレート 名古屋支社事業推進課

主任岡本結城氏から， 「最新就職情報， 企業の選び方，
会社訪問の心 構え等についてJ. また， 富山県教育委

員会教職員課 主幹久米敏雄氏から， 「教員需給の現況，

教員採用制度等について」講演が行われました。 会場

では， 多数の学生が熱心にメモをとったり， それぞれ

の講演に対して活発な質問をするなど， 盛況のうちに

終了しました。

なお． 平成4年度大学及び高等専門学校卒業予定者

に係る就職協定期日については 大学等関係団体及び

企業関係団体で構成する就職協定協議会において， 次

のとおり決定されています。

1 . 採用選考開始

8月l目前後を目標として， 企業の自主的決雪シ

する。

2. 採用内定開始

10月 1日

3. 運用上の順守事項

(1）企業等は． 採用人員， 選考期日 場所等に関す

る情報を公開する。

(2) 企業等は， 採用活動に当たり学事日程を尊重す
る。

(3) 企業等は， 拘束をはじめとする不公平な採用活
動を行わない。

(4) 大学や企業等が主催する企業研究会・説明会の

開始は， 7月初旬以降を目標とする。
(5) リクノレターとの接触開始は， 7月初旬以降を目

標とする。
(6) 大学側の求人票公示日は． 7月1日とする。

企 経済学部201番教室で行われた「就職に関する講演会」

（平成4年5月27日）

-5-
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一一 本学教育学部附属幼稚園が

(Q)©＠文部省幼稚園教育課程研究指定校の指定を受ける＠©(Q)

このたび， 文部省は， 平成4 年度 幼稚園教育課程研

究指定校として全国で14 幼稚園を指定しました。 その

指定校のうち平成4 年度から研究を開始する研究指定

校（6園）として， 本学教育学部附属幼稚園が指定され

ました。 この指定により， 同幼稚園では， その「研究

主題」． 「研究の概要」及び「研究の重点Jを次のと

おり策定しています。

企 園庭でのびのび遊ぶ子どもたち
（本学附属幼稚園）

（研究主題）
0 3年保育の教育課 程については年研究）

一一 幼児の発達の過程に応じた適切な3年保 育の
教育課程の編成や実施は， どのように行ったら

よいか。 一一一

（研究の概要）
3年保育課程の入園から修了までの 幼児の生活 の

流れを考慮して， その時期にふさわしい主体的な生

活を保障する教育課程の編成について考え， 研究を

進める。
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（研究の重点）
。 幼児の発達の中核と考えられる主体性の育ちに

ついて， その全容を可能な限り 明 らかにする。

幼児の主体的な姿を ①自分で考えること， あ

るいは自分で考えようとすること． ②自分で行動

すること， あるいは自分で行動しようとすること，
③自分で責任を持つ こと， あるいは自分で責任を

持とうとすること， この3つの要素で捉え， 自発

性， 自主性と主体性の意味するところの遣いをはっ

きりする意味においても， ④自分で責任を持つと

いう視点から主体的な姿を明確にしていく。

。 年齢ごとの保育より本質的な特色を明らかにす

る。 すなわち， 3歳， 4 歳. 5麓の積み重ね の 意

味の実質を 明確にする。

。 まるごとの発達の側面としての各領域に分けて

示されているねらいと内容を視 野 に入れながら，

年齢ごとに積み重ねられる経験が一人一人の幼児

にとってそれぞれの時期に必要な経験となってい

くためには， どのような視点が必要であるかを 明

らかにする。

企 「うさぎさん ごはんだよ」
（本学附属幼稚園）
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受講者は 3機関14名

幸日学平成4年6月号

るとともに， 職員として これからの文部行政 に共通し

て必要な職務遂行上の基礎的な知識， 技能， 態 度を養

成し， 併せて文部省関係機関職員としての一体感を培

う ことを目的としたもので、す。

本年度は， 3 機関から14 名が受講し．

からの受講者は， 12 名でした。

なお， 研修日程及び受講者は，

そのうち本学

平成4 年度富山県内国 立学校等事務職員（初 任者） 研

修が， 去る 5月25日（月）から 5月28（木 ） までの 4 日 間

富山大学及び国 立立山少年自然の 家において実施され

ました。

この研修は， 富山県内文部省機関に勤務する職 員の

うち， 新たに採用等となった者に対して， 国 民全体の

奉仕者としての国 家公務員の使命と心構えを 自覚させ 次のとおりです。
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椅e--

5
月
詣
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事
世

‘� 

昼胆輯・勘輯時間

高岡短期大牢
庶萌献人事係長

酒井利構

究研e調．• 

富山大学人事課謀長補佐

角井関志雄

宮山大学

動

国立牢償金計事輯

富山大牢隆理II!
田長補佐

臨井 正

事

宮E

世

休

昼入 院 制 度

富山大学入試混
入学試験係長

軒高仲平

開講式

軸嶋における応接

富山大学庶萌II!曹門闘員

能登 功

動重自

食

体

昼
留牢生制度l図書館業輔の蝿喜

富山大学学生II! I 商山大牢附属図書
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柳田邦雄 ｜ 奥村喜代怠

5 文 書 璽 輯
月 1
27 I 宮山大学庶璃課
目 文書保長

同l 松持悼文

I 冬情組合制度
5 短制的付l員制柏村月I I 
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富山大学事務局前で記念撮影
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ゅー）��
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動前の 所 属 官 職 異 動 内 戸廿... 

採 用 4 . 5 . 6 藤井 友 美 事務補佐員（教育学部）

4 .  5. 15 村井由美子 臨時用務員（学生課作業員）

4. 6. 1 伊藤 勇 ，， （工 学部 ，， 

休 職 4. 5. 21 須田 雅彦 文部事務 官 （教養部） 国
職
家公

す
務員法第7 9条第2 号により

休 に る

ミ』 司
平成5 年度における入学者選抜試験の実施方式・ 日程等の変更

経済学部「夜間主コース」が分離・分割方式へ

去る 5月15日（金）開催の平成4 年度第3 回評議会に

おいて， 「平成5年度入学者選抜第2 次試験の実施方

式・日程等Jの一部 変更が審議され． 経済学部「夜間

主コースJがこれまでの連続方式・B日程から， 次の

とおり分離・分割方式に移行する ことになりました。

この ことに伴 い， 教育学部中 学校教員養成課程 （連

続方式・A日程） 以外は， すべて分離・分割方式での

実施となります。

なお， この変更については， 去る 5 月18日（月） に公

表されました。

経済学部 「夜間主コース」の入学者選抜第2次試

験の実施方式等

、、，ノ門口ftE、

0連続方式

B日程
経済学部
「夜間主コース」

経 済 学科
経 営学科
経営法学科

計

募 集
人 員

20 
20 
20 

※1 60 

（新）

0分離・ 募集人員
分割方式 前期；後期

経済学部
「夜rai主コース

経 済 学科 16: 4 
経 営 学科 15: 5 

経営按判ヰ 15: 5 

計

※l 募集人員60名には推薦入学，社会人特別選綾の募集人員（各20名程度）を含む。

※2 募集人員46名には鶴入学（20名）， 社会人特別選按（20名程度）の募集人員を

含む。

平成4年度国立大学・学部附属学校等教官海外教育事情視察派遣者の決定

所 属 ． 職 氏 名 派 遣 期 間 主 視 察 図

附 属 中 学 校 平 成 4 . 10. 23 アメリカ合衆国
氷 田 員 理 ～ ドイツ

教 論 平 成 4 . 11. 16 フランス
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平成4年度富山大学国際交流事業基金採択者一覧

0 第 2種招へい事業（A) （遼寧大学）

受入れ 教 官 招へい研究者
招へ い 期 間 研 究 課 題

部 局 氏 名 職 名 氏 名 所属 ・職名

人文学部 小津 浩 教 授 4. 9. 1～ 畢小輝 哲学 系副教授 日本近現代哲学 思想の研究4. 11. 29(90日間）

0 第 3種外国留学への奨学事業

氏 名 性別l 所属 学部（研究科）・学科（ 専攻） 指 導 教官 留学先 留学 期 間

横 川 和子 女 人文科学研究科 日本・東洋文化専攻 2年 三賓政美教授 中国 平成4. 9. 5 
～平成5. 7. 20  

唐木 暁美 女 人 文 学 部 語 学 文 学 科 4 年 三賀政美教授 遼寧大学（中国 ） 平成4. 9. 1 
～平成5. 4. 3 0  

0 第 3種外国人留学生への奨学事業

氏 名 性別 国 籍 所 属 （学年） 滞 在 期 間

林 ，ゴ己－：：、 盛 男 台 湾 経済学研究科企 業経営専攻 (2) 平成3. 4. 1～平成5. 3. 31 

林 明 秋 男 台 湾 経済学研究科企 業経営専攻 (2) 平成3. 4. 1～平成5. 3. 31 

任 伶 伶 女 中 国 工学研究科化学工学専攻 (1) 平成4. 4. 1～平成6. 3 31 

鄭 廷 棟 男 4ロ"' 湾 工学研究科化学工学専攻 (1) 平成4. 4 1～平成6. 3. 31 

藍 建 華 男 中 国 経済学部経営学科（4) 平成元. 4. 1～平成5. 3. 31 

紅 雨 女 中 国 経済学部経済学科 (3) 平成2. 4. 1～平成6. 3 3 1 

欧 陽 俊 傑 男 香 港 経済学部経営学科 (3) 平成2. 4. 1～平成6. 3. 31 

DON HUU HANH 男 べ 卜 ナ ム 工学部機械システム工学科 (3) 平成2. 4 1～平成6. 3 31 

回 士音 丹 女 中 国 人文学部人文学科（2) 平成3. 4 1～平成7. 3 3 1  

董 国 偉 男 マ レイシ ア 経済学部経済学科 (1) 平成4. 4 1～平成8. 3 31 

高 照 寧 男 中 国 経済学部経営学科 (1) 平成4. 4 1～平成8 3 31 

蘇 添 業 男 マ レイシ ア 経済学部経営学科（1) 平成4 4 1～平成8. 3 31 

楊 慧 絹 女 中 国 経済学部経営学科（1) 平成4. 4 1～平成8. 3 31 

粛 浩 倫 男 中 国 工学部機械システム工学科 (1) 平成4. 4 1～平成8. 3 31 

TAN BOON GI 男 マ レイシ ア 工学部機械システム工学科 (1) 平成4. 4 . 1～平成8. 3. 31 

本卜 鍾 銑 男 韓 国 工学部機械システム工学科 (1) 平成4 4. 1～平成8 3. 3 1  

室リ 子 文 男 マ レイシ ア 工学部機械システム工学科 (1) 平成4. 4 1～平成8 3 31 
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平成4年6月発行 学 幸日 第334号

平成4年度富山大学国際交流後援会事業採択者一覧

0 外国人留学生への宿舎費補助

氏 名 性別 国 籍 所 属 （学年） 滞 在 期 間
林 志 盛 男 台 湾 経済学研究科企 業経営専攻 (2) 平成 3. 4. 1～平成 5. 3. 31 

林 明 秋 男 台 湾 経済学研究科企 業経営専攻 (2) 平成 3. 4. 1～平成 5. 3 31 

紅 雨 女 中 国 経済学部経済学科（3) 平成 2 4. 1～平成 6. 3. 31 

CHAN KEAN HAN 男 マ レイ シ ア 経済学部経済学科（2) 平成 3 4. 1～平成7 3. 31 

蘇 玉 肇 女 台 湾 経済学部経営学科 （2) 平成 3. 4. 1～平成7. 3. 31 

TIONG RO B ER T  男 マ レイ シ ア 工学部電子情報工学科 (2) 平成 3. 4. 1～平成7. 3. 31 NGOK HUNG 

金 承 駿 男 韓 国 工学部機械システム 工学科 (2) 平成 3 4. 1～平成7 3. 31 

董 国 偉 男 マ レイ シ ア 経済学部経済学科（1) 平成 4. 4 l～平成 8. 3 31 

羅 倍 堅 男 マ レイ シ ア 経済学部経済学科 (1) 平成 4 4 . 1～平成 8. 3 31 

事E 顕 錦 男 "El' 湾 経済学部経営学科 (1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3 31 

TAN LIE CHOON 女 マ レイ シ ア 経済学部経営学科（1) 平成 4. 4. 1～平成 8 3. 31 

陳 秀 袈ーマ 女 L口J、 湾 経済学部経営学科（1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

ヨ震 麗 荊 女 Lロ内 湾 経済学部経営学科（1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

楊 ，ゴ.J、 同1 男 マ レイ シ ア 経済学部経営学科（1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

林 君 恰 女 台 湾 経済学部経営学科（1) 平成 4. 4. 1～平成8 3. 31 

林 建 金 男 マ レイ シ ア 工学部電子情報工学科 (1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

キト 鍾 銑 男 韓 国 工学部機械システム工学科 (1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

室l 子 文 男 マ レイ シ ア 工学部機械システム 工学科 (1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

林 友 回 男 マ レイ シ ア 工学部機械システム 工学科 (1) 平成 4. 4. 1～平成 8. 3. 31 

王 衛 東 男 中 国 経済学部研究生 平成 4 4 1～平成 5. 3 31 

一一一一ー�... ・ p、
・E璽里ー－
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ぷ蓮童話：；議議長選豪華F
幸田ムl..l,寸ー平成4年6月発行

欧米に所蔵されるガンダーラ美術の調査

今回の調査旅行では， そうした資料にじかに接する

ことを目 的とした。メトロポリタン美術館（ニュー・

ヨーク）， 大英博物館 （ロンドン） ， ギメ博物館

（パリ）， ドイ ツ国立博物館イ ンド美術（ベルリン）

を調査地に選び， またプリュッセノレ， ウィーンには

ガンダーラ美術； クシャン古銭学の研究者がいるの

で， 立ち寄る計画をたてた。最初 の訪問先であるメ

トロポリタン美術館では， 常設展示品のほ か，

うど1 9 87年新 収のイ ンド ・ ガンダーラ美 術特別

展（The Samuel Eilenberg Collect ion）の開催中

に当たり， 貴重な資料を実見し， 写真撮影すること

ができた。次の訪問先の大 英博物館には， 約700点

のガンダーラ彫刻が所蔵され ていた。大英博物館東

洋部にはガンダーラ美術研究者のW. Zwalf氏 がおり，

親切に迎え入れてくれた。同 氏 は， 我々日本隊がパ

キスタンでガンダーラ仏教寺院祉（ラーニガ ート遺

跡） を発掘調査中 (1984 , 86, 8 9 ） に見学に訪れた

ことがあり， 旧知の間柄であった。Zwalf氏 はちょ

うど大英博物館所蔵のガンダーラ彫刻すべてについ

て詳しい目 録を作成し， 印刷に付する直前の段階に

あった。彼が地下倉庫で原稿と実物との最終照合す

る際， 私も同 行して実物資料に接して調査できるよ

うに取り計ってくれた。必要な写真は博物館のフオー

トグラフィック・サーヴィスを通して入手できた。

なお， 大英博物館のコイ ン ・ メダノレ部門 には古銭 学

の研究者のJ.Cribb氏 がおり， 彼に対しては， 我々

がパキスタン． ガンダーラ寺院祉で発掘したクシャ

ン貨幣の写真を示して意見交換をすることができた。

Cribb氏 が大英博物館所蔵品に基づ、いて作り上げた

クシャノ ・ササン貨幣の編年研究は， その精織さで

は目 下のところ最新のものに思え， 日本で入手し難

い同 氏 の論文抜刷数編をもらい受けた。大英博物館

には以上のほ かに， A.St ein氏 が中 央アジア探検か

ら将来した仏教美術や中 国仏教美術遺品が所蔵され

ているが， あいにくそれらを一般展示する東洋館が

改装工事のため当分閉鎖中 であり， ごく一部分しか

見ることができなかったのは残念であった。

次にフランスに渡り， パリのギメ博物館を訪ねた。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

 

ちょ

仲男小谷人文学部教授

私は， 長年にわたりガンダーラ仏教美術の歴 史 背

景について研究している。過去に幾度かアフ ガニス

タン． パキスタンでガンダーラ仏教遺跡の発掘調査

の経験を持つ。ガンダーラ仏像は， 姿がギリシア・

ローマ ， 心がイ ンドという． 不思議に東西文 化が融

合した美術作品である。ヨーロ ッパ人がガンダーラ

美術を再発見し， 競って蒐集し始めたのは1 830年代

にさかのぼる。なかでもイ ンドを植民地化しつつあっ

たイ ギリス人が遺跡を乱掘して， めぼしい彫刻を骨

董 品として本国へ持ち帰った。 そのひとつ， 1 852年

にジ ャマ ルガリ遺跡で発掘されたガンダーラ・コレ

クションは， 当時ロンドンの大博覧会のためにガラ

スと鉄骨のみで建 設された水晶宮に展示されていて，

1 866年に建 物とともに焼失してしまった。
世界各地に散らばったガンダーラ彫刻の多くは，

遺跡のどこから． どのようにして発見されたかとい

う記録をほ とんど残さなし、。それどころか出土した

遺跡すら知られていない。歴史 資料としての価値が

大半奪い去られている。私たちが掘り荒らされた遺

跡を， まるで落穂ひろいのように苦心して発掘調査

しているのもそのためである。

頭を欠いたガンダーラ仏像

ラーニガー卜遺跡発掘 （1986年） ）

• 
（パキスタン．

現在， 欧米にどの程 度の数のガンダーラ彫刻が所

蔵されているか， 正確には誰にもわからない。 しか

し， 主要なもの， 珍しいものは既に研究の対象とし

て紹介され． またカタログに記載されているので，
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キジ ーノレ

イギ

幸日平成4年6月発行

ここにはA.Foucher氏 が集めたガンダーラ彫刻，

ランス考古調査団のアフ ガニスタンにおける仏教美

術発掘品， 及びP.Pelliot氏 の中央アジ ア探検の将

来品（壁画， 彫刻など） がある。しかし， ここでも

インド， ガンダーラ室が改装工事で閉鎖中であった。

私の場合， 同 博物館のガンダーラ美術研究者J. Tissot 

氏 の案内で改装中の室内に入り， ガンダーラ彫刻の

調査と主要なものの写真撮影を行い， またガンダー

ラ美術の編年などについて， 種々意見を交わすこと

ができた。アフ ガニスタン出土品については，

てアフ ガニスタンのカーブノレ博物館でその半分を見

ているので， いまここでその半分を実見でき， 長年

の希望をかなえることができた。博物館外では，

レジ ・ド・フ ランスの教授G.Fussman氏 を訪ねて，

我々の発掘したカロシュティ碑文の解読について意

見を聞く機会を得た。

学

かつ

コ

フ

． 
． 
． 
． ． ． ． ． ・ ． ． ・ ． ． 
． 
． 
． 
． 
． ． ． ・ ． ． 
． 
． 
． 
． 

． 

． ・ ． ． 
． ． ・ ． ． 

・ ．
・ ． ． ・ ． ． 

． 

新収のガンダーラ菩薩頭部

（メトロポリタン美術館）

4‘ 

プリュッセルでは， 王立歴史 美術博物館と岡市に

所 蔵されるガンダーラ美術遺品（個人蔵を含め） を

調査することができた。次のウィーンではちょうど

イースター休暇とぶつかり 博物館の開館日時が大

幅に 変更され． 戸惑うことが多かったが，

滞在中に予定の見学を果すことができた。

最後のベルリンでは． 郊外 にあるダーレムのイン

ド美術館を訪れた。館長であり， インド美術考古学

の研究者であるM.Yaldiz氏 に面会し，

研究の便宜を図っていただいた。地下倉庫には約500

点のガンダーラ彫刻が収蔵されており， 私の予想以

なん とか

いろいろと

上の数であった。館長の説明では最近も収集を続け

ているということである。なお， ダーレムのインド

美術館は， Le Coq調査隊の中央アジ ア，

仏教石窟壁画のコレクションを持つことで有名 であ

る。壁画の展示は完壁ともいえるほどに見事 になさ

れており， また， 地下倉庫には階上の展示と同 じほ

どの量の壁画が， 研究者の観察に最適の条件で保存

されていた。私は， 1 9 90年夏にキジ ーノレ石窟を現地

調査しているので， ガンダーラ美術とあわせて調査

研究させてもらい， 満足 した気持ちで今回の調査旅

行を締めくくることができた。

さて， 欧米で二ヵ月過ごしたというものの，

リスで三週間， 残りの五ヵ所 はそれぞれ一週間てい

どの滞在であるから， 生活体験を語るにはあまりに

も短い旅行で， ごく皮相的な印象しか残っていない。

最近， 欧米人から日本人は働き過ぎるとよくいわれ

る。働き過ぎて， 安い製品をどん どん 輸出するのは

ノレール違反であるという。確かに欧米の研究者たち

も土， 日曜をしっかり休む。博物館の多くは月曜を

休館にするので， 私が彼らと何か約束をとりつける

のは． たいてい火～金 曜日である。私の旅行スケジ ュー

ノレを聞いて， もっとゆっくり滞在して研究しなさい

と忠告してくれた学者もいた。最後のベルリンのター

レム ・インド美術館のことだが， 地下倉庫にあるた

くさん のガンダーラ彫刻を前にして， ノートを片手

にスケッチや記録をしていた。既に老眼の年令で，

遠視用のメガネもかけたり， はずしたりしているう

ちに． 手から滑り落ち． 石の床の上で無残にも壊れ

てしまった。美術館の帰りにベノレリン市内の大きな

メガネ店に入り， レンズの交換を頼ん だ。店員は各

国 の製品カタログのなかから やはり日本製が 一番

ょいと勧めてくれた。私のメガネ枠はたまたまドイ

ツ製であったが…。しかしその日は金 曜日 で， 閉店

まじかであった。店員は土 日曜は職人が働かない

し， レンズを取り寄せて． できあがるのは火曜か，

水曜になるという。水曜（ 4月29日）は． もう日本

行きの飛行機のなかだから， 残念ながら不自由なま

まで帰らざるを得なかった。

富山へ帰着したのが5 月 1 日（金 ）で， 連休も控え
ていることなので， すぐにメガネ店にでかけた。 さ
すがに便利な日本だけあって， 翌日（土）にはできあ
がった。メガネを受け取るとき， 念のために連休も

開店していますかと尋ねると， 開けているという。

「よく働きますねえJとおもわず声に出してしまっ
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た。しかしよく考えて みると， ドイツで見積もって

もらったのと同ーの製品が 2～3割高かった。 メガ

ネ枠はー， 二 年前だが， ドイツでいわれたより， 二

倍ほどの値段で買って いる。 メガネのことだけで結

論するのは性急すぎるかもしれないが， 私は単純に

こう考えた。 日本人はよく働き， 土， 日曜日 も店を

閉めない。当然， 人件費． 経営費もかさみ， 物の値

段にもはねかえって こよう。日本人はお互いにあく

せく働き， かえって 生活費を高めて いるのではない

か。働かずに豊かな生活をつくりだす方法がある！

報 第334号

これが欧米人の生活スタイノレのひとつかと思う。帰

国 そうそう大学の土曜閉庁にぶつかり， 少々めん く

らったが， これが真にゆとりある生活につながるよ

うにと期待したい。

筆者は， 平成3 年度文部省在外研究員（短期）

として ， 平成4年3月 1 日から同4月30日 まで

の間， 「ガンダーラ美 術資料の調査研究」のた

め， 連 合王 国 ほかヨーロッパ諸 国 及びアメリカ

合衆国 へ外国 出張されま した。

�G!)Q!J[t 
（法 律）

o 国 立学校設置法及び国 立学校特別 会計 法

の一部を改正する法律（3 7)

（政 令）

。 国 家公務員宿舎法施行令の一部を改正す

る政令(181)

（省 令）

。 日本体育・学校健康センタ一法施行規則

の一部を改正する省令（文部22)

5. 6 

5 15 

5 . 1 

。 国 家公務員宿舎法施行規則の一部を改正

する省令（大蔵26)

（告 示〕

。日本育英会法施行令の規定による試験所

又は研究所 として 指定した件（文部71)

。 日本育英会法施行令の規定による研究所

等を指定した件（同72)

。 平成4年度学校図書館司書教諭講習実施

要項を定める件（同75)
。平成4年度における学芸員の資格認定を

実施する件（同77)

5. 15 

5. 15 

5 . 15 

5. 18 

5 21 

己主』ミJ
平成4年度第2回評議会 （臨時） ( 5月 1 日 ）

（審議事項）

(1) 大学改革について

(2) その他

平成4年度第1回情報処理センター運営委員会（5月7日）

（議 題）

(1) 平成5 年度概算要求の内容の変更について

第4田事務組織等検討委員会 （ 5月11日）

（議 題）

(1) 大学教 育改善に係る事務組織等の在り方につい

て

(2) その他

平成4年度第1回入学試験実施委員会（ 5月12日）

（審議事項）

(!) 平成5年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴

う基本方針（案） について

(2) 平成5年度富山大学入学者選抜実施教 科・科目

等について

(3) 平成5 年 度富山大学入学者選抜個別 学力検査 実

施教科・科目 等について

(4) 平成5 年度富山大学入学者選抜試験 日 程につい
て

(5) 平成5 年度富山大学入学試験実施委員会各専門

委員会委員について

(6) 平成4 年度富山大学説明 会並びに高等学校進路

指導教諭との懇談会について

- 1 3 -
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平成4年度第1回入学試験委員会（5月12日）
（審議事項）

学

(!) 平成 5 年度富山大学入学者選抜試験の実施に伴

う基本方針（案）について

(2) 平成 5 年度富山大学入学者選抜実施教科・ 科目

等について

(3) 平成5年度富山大学入学者選抜試験日程につい

て

(4) 平成5 年度富山大学入学試験実施委員会各 専門

委員会主任委員について

(5) 平成4 年度富山大学説 明 会並びに高等学校進路

指導教諭との懇談会について

平成4年度第1回体育施設運営協議会（5月14日）
（議 題）

(!) 土曜閉庁に伴う体育施設の使用について

(2) その他

平成4年度第1回職業補導担当者会議（ 5月14 日）

（審議事項）
(!) 全学就職説明会について

(2) その他

平成4年度第2回授業料等減免選考委員会（5月14日）
（議 題）

(I) 平成4 年度前期分授業料免除者の選考について

(2) その他

平成4年度第1回保健管理センター運営委員会（5月15日）
（審議事項）
( 1) 当面する問題について

(2) その他

平成4年度第2回補導協議会（5月21日）
（審議事項）

(1) 第3 7回大学祭について

(2) その他

平成4年度第1回保健管理センター委員会（5月21日）
（議 題）

(1) 平成5年度輩出概算要求について

(2) その他

14 

幸日 第334号

平成4年度第3回附属図書館商議会（5月21日）
（審議事項）

(!) 大型コレクションの要求について

(2) 図書館の開館時間延長について

(3) ビデオ学習センターの図書館利用について

(4) 富山大学附属 図書館利用規則の一部改正につい

て

平成4年度第1国学園ニュース編集委員会（5月22日）
（審議事項）

(!) 第76号学園ニュースの編集について

(2) 第77号学園ニュー スの発行について

平成4年度第1回新教育課程実施委員会（5月26日）
（議 題）

( 1) 新教育課程の編成について

(2) その他

平成4年度第1回施設整備委員会（5月26日）
（議 題）

(1) 平成5 年度国 立学校施設整備費概算要求につい

て

(2) その他

平成4年度第2回大学教育改善検討委員会（5月犯日）
（議 題）

(1) 答申の具体 化について

平成4年度第1回公開講座委員会（5月28日）
（議 題）

(1) 高等教育振興財団 の助成について

(2) その他

平成4年度第1回組換えDNA実験安全委員会（5月29日）
（議 題）

(1) 委員長の選出について

(2) 組換えDNA実験計画について
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昌司副司』
富山大学新教育課程実施委員会規則の制定

.-· .. 富山大学新教育課程実施委員会規則の制定理由…ー

本学における4年 一貫の教育課程の実施について具体的検討を進めるため， 富山大学新教育課程実施委員会 j
を設置し それに必要な事項を定める。 1 

富山大学新教育課程実施委員会規則を次のとおり制定 する。

平成4年5月15日

富山大学新教育課程実施委員会規則

（設 置）

第1条 富山大学（以下「本学」という。）に， 本学

における4年一貫の教育課程の実施について具体的

検討を進めるため， 富山大学新教育課程実施委員会

（以下「委員会」という 。）を置く。

（ 審議事項）

第2 条 委員会は， 次に掲げる事項に ついて審議する。

(1) 教育方針に関する基本的事項

(2) 教育課程の編成 及び履修方法に関する基本的事

項

(3) 全学に共通する授業科目等に関する授業計画・

時間割等の全学的調整

(4) その他 必要な事項

（組 織）

第3 条 委員会は． 次の各号に掲げる者をもって組織

する。

(1）学長

(2) 各学部長及び教養部長

(3) 各学部及び教養部の教務委員長

(4）各学部及び教養部の教官 各1名

(5) 学生部長

2 前項第3 号及び第4 号に掲げる委員は， 学長が 委

嘱する。

富山大学長 小黒 千足

（任 期）

第4 条 前条第1 項第4号の委員の任期は. 2年とし．

再任を妨げない。ただし， 欠員を生じた場合の後任

の委員の任期は， 前任者の残任期間と する。

（委 員 長）

第5 条 委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。 た

だし， 委員長に事故あるときは， 委員長があらかじ

め指名 した委員がその職務を行う。

（議 事）

第6条 委員会は， 委員の3 分の2 以上の出席により

成 立 する。

2 議事は， 出席委員の過半数をもって決し． 可否同

数のときは， 議 長の決すると ころによる。

（意見の聴取）

第7 条 委員長が必要と認めたときは， 委員以外の者

の出席を求めて意見を聴くことができる。

（部 会）

第8 条 委員会は， 必要があると認めたときは， 部会

を置くことができる。

（庶 務）

第9 条 委員会の庶務は， 学生部入試課において処理

する。

附 貝lj
この規則は． 平成 4年5 月15 日から施行す？る。

-15-
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富山大学大学院理学研究科規則の一部改正

－ 富山大学大学院理学研究科規則の改正理由－

平成 4年4月， 国 立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目 に関する省令の一部改正に伴 い， 理 学研究科

の基礎となる理 学部数学科に新設講座として 「情報数理 Jが設置されたため， 理 学研究科数学専攻に， 平 成 4

年4月から「情報数理 」講座を加え． 教育研究の充実を図る。 ! 

富山大学大学院理 学研究科規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。

平成 4年5月1 5日

富山大学長 小黒 千足

富山大学大学院理学研究科規則の一部 を改正する規則

富山大学大学院理 学研究科規則（昭和53年4 月1日 午
代数学及び 代 数 学 特輸 I 0印は必修制定） の一部を次のように改正する。

別 表中

「
代数学及び 代 数 学 特 論 I 2 
幾何学 II II 2 

書量何 学 特 論 I 2 
，， II 2 

関数解析学特輪 I 2 
II II 2 

解 析 学 複禁解析学特論 I 2 
II n 2 

実解 析 学 特 輪 I 2 
II II 2 

数学専攻 数理統計学 数理 統 計 学特論 I 2 
，， n 2 

関数方程式特論 I 2 
II II 2 

応用解析学 応 用 解析学特論 I 2 

及び電子E十 II II 2 
算機論 数値解析学特論 I 2 

II II 2 
0ゼ ミ ナ ー ル 4 
0数 学 特別研究 18 

を

-16 -

0印は必修

_J 

2 
幾何学 ，， n 2 

幾 何 学 特 論 I 2 
，， n 2 

関数解析学特iji I 2 
II II 2 

解 析 学 複素解析学特強 I 2 
，， n 2 

実解 析 学 特 蛤 I 2 
，， n 2 

数学専攻 数理統計学 数理 統計学特論 I 2 
H n 2 

関数方程式特愉 I 2 
，， n 2 

応用解析学 応 用 解析学特論 I 2 
及び電子計 H n 2 
算割壁沿 数値解析学特愉 I 2 

II n 2 
情報数理学特蛤 I 2 

，， n 2 
情 報 数 理 情報システム特論 I 2 

II n 2 
Oゼ ミ ナ ー ル 4 
0数 学 特別研究 18 

に改める。 」

附 貝lj
この規則は， 平成 4年5月15日から施行し， 平成 4

年4月10日から適用する。
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�@ll!)[!)f!) 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 間

第10回電気加工国際シンポジ 4 . 5 . 4 

外 国 出 張 工学部 助教授 小原 治樹 ド イ ツ ウムに出席及び講演発表を行 ～ 

う他 4 . 5 . 9 

S I D国際会議にて研究発表 4. 5. 16 
工学部 教 授 宮下 和雄 アメリカ 合衆国 ～ 

と情報収集他 4. 5. 25 

工 学部 講 師 岡田 裕之 ，， ，， ，， 

北極圏における大気ー雪氷間 4 5 6 

理学 部 助教授 庄子 仁 デ ン マ ー ク 相互作用とその変動の研究の ～ 

ため 4. 9. 1 

連 合 王 国
4. 5 23 

人文学部 助教授 大工原ちなみ
アメリカ 合衆国

ユダヤ系作家研究 ～ 

5. 3. 22 

国際協力事業団技術協力の実
4 5. 24 

教育学部 講 師 向後 千春 タ イ
施に係る専門家派遣のため

～ 

4 . 6 . 7 

中 国 樹脂の染色仕上げへの応用に 4 5 7 

海外 研 修 教育学部 教 授 松川 三郎 関する講演と共同研究の打 合 ～ 

モ ン ゴ ノレ せ 4. 5. 21 

フ フ ン ス
重い電子系及び酸化物超電導 4 5 17 

教養部 助教授 石川 義和 ス イ ス
体の実験的研究

～ 

ス "" イ ン 4 . 11. 24 

連 Jロ� 王 国 イギリス原状回復法及びドイ 4. 5. 27 

経済学部 助教授 長谷川 隆 ツ不当利益法に関する調査， ～ 

ド イ ツ 文献収集を行う 4 . 6 . 8 

第9回パン・ パシフィ ック経

カ ナ ダ 営会議に参加し， 研究発表を 4. 5. 30 

経済学部 助教授 津野 雅彦 行う， 及びカナダ・ アメリカ ～ 

アメリカ 合衆国 合衆国進出日本企業の教育・ 4. 6. 17 

訓練に関する調査

�昌司副
〈住所変更〉

教育学部 文部事務官 寺 林 忠 男

附属小学校教諭 2ロ1" 回 人 史 （学務係）

（国 語）

工 学 部 〈住所表示変更〉

文部技官 山 田 聖 工 学 部

（工場係） 教 授 時 津 貢

（生産システム工学）

一17-
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本 部

5月1 日 第 2 回評議会（臨時）

6 日 名古屋工 事事務所 管内国 立学校等施設担 当

部課長連絡会議（於： 名古屋大学）

7 日 学内共通経費要求説 明 聴取

第1回情報処理 センター運営委員会

8 日 中 部地区学生補導厚生研究会第3 6回総会

（於：京都パ ストラノレ）

11 日 第4 回事務組織等検討委員会

12日 第1 回入学試験実施委員会

第1回入学試験委員会

14 日 平成4 年 度国 立大学事務局長会議（於．学

士会館）

第1 団体育施設運営委員会

第 2 回授業料等減免選考委員会

第1 回職業補導担当者会議

15日 第 l 回大学院委員会

第3 回評議会

1 6日 新入生（留学生）オリエンテーション（於

：国 立立山少年自然の家）

第44回北陸地区国 立大学体育連盟運営協議

会（於．金沢大学）

1 9 日 文 部省共済組 合主管課長会議（於．麹町会

館）

20～21 日 平成4 年 度国 立大学経理 部課長会議 （於

東京医科歯科大学）

21 日 第 2 回補導協議会

22日 第 l 回大学入試センター試験富山地区連 絡

会議

第1 回学園ニュース編集委員会

25日 第 l 回新教育課程実施委員会

概算要求学内説 明 聴取

25～29 日 平成4 年度富山県内国 立学校等事務職員初

任者研修

26日 第1団施設整備委員会

26～3 1日 第3 7回大学祭

27日 就職に関する講演会

28日 第1 回公開講座委員会

平成4 年度東海北陸地区国 立大学学生部長

会議（於 名古屋大学）

-18-

28日 第2 回大学教育改善検討委員会

第2 回入学者選抜方法研究委員会専門 委員
h-73: 

人 文 学 部

5月 6 日 学部将来計画委員会

7 日 学部入学者選抜方法検討委員会

8 日 学部補導委員会

11 日 学部将来計画委員会

1 2日 学部将来計画委員会及び予算委員会 合同委

員会

13 日 学部教育実習委員会

教授 会

教授 会（人事）

1 9 日 学部将来計画委員会

学部将来計画委員会及び予算委員会 合同委

員会

20日 教授 会

学部球技大会

21 日 次期教務委員会委員打合せ会

21 ～22日 第3 6回国 立1 7大学人文 系学部長会議 （於 ・

山口大学）

27日 学部入学者選按方法検討委員会

28 日 学部将来計画委員会

教 育 学 部

5月 6日 学部職業補導委員会

8 日 拡大学部将来計画委員会

1 2日 教育実践研究指導センター運営委員会

13 日 大学院設置準備委員会

教授 会

人事教授 会

学部教務委員会

15日 持回り学部補導委員会

平成 4 年度幼稚園教育課程研究指定校連絡

協議会（於．文 部省）

1 9～20日 附属小学校研究発表会
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22日 紀要編集委員会

27日 学部教務委員会

第38回附属 学園 合同 運動会

3 0日 全国 国 立大学附属 学校連盟正・副校園長会

総会・校種別 部会 （於 お茶の水女 子大学）

31日 全国 国 立大学附属 学校連盟・連 合会 合同 会

（於：お茶の水女 子大学）

経 済 学 部

5月1 日 学部職業補導委員会

6 日 学部教務委員会

人事教授 会

教授 会

経済学研究科委員会小委員会

11 日 学部教育改善検討委員会

13 日 学生定期健康診断

経済学研究科委員会

夜間主コー ス運営委員会

14 日 日本海経済研究所 運営委員会

1 5 日 学部教務委員会 （持回り）

学部補導委員会 （持回り）

20日 教授 会

21 日 係長会議

25日 学部補導委員会

27日 学部入学方法検討委員会

28日 学部補導委員会 （持回り）

理 学 部

5月1 日 学 科主任会議

教育改革等検討委員会

8 日 学部補導委員会

13 日 教授 会

理 学研究科委員会

人事教授 会

1 9日 学部案内編纂委員会

20日 教育改革等検討委員会

27日 第 9 回国 立15 大学理 学部事務長会議 （於 ・

高知大学）

28 ～29日 平成4 年度国 立1 5大学理 学部長会議 （於

高知大学）

幸田

工 学 部

5月1 日 学部運営委員会

係長連絡会

6 日 教授 会

工学研究科委員会

8 日 学部欧文概要編集委員会

13 日 学部運営委員会

第334号

学部教務委員会・補導委員会 合同 委員会

20日 学部運営委員会

教授 会

専任教授 会

学部概要編集委員会

21 日 学部補導委員会

25日 北信越工業教育協会富山県支部幹事 会

教 養 部

5月1 日 図書委員会

教授 会 （臨時）

将来計画委員会

7～8 日 全国 国 立大学教養（学） 部長会議 （於．徳島

大学）

8 日 将来計画委員会

11日 教授 会 （臨時）

13 日 教授 会

教務委員会

20日 c L教室運営委員会

補導委員会

将来計画委員会

22日 教授 会 （臨時）

25日 教授 会（臨時）

26日 将来計画委員会

27日 紀要委員会

特昇その他給与に関する委員会

推薦委員会

教授 会 （臨時）

29日 将来計画委員会
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附属図書館 保健管理センター

5月11 日 係長連絡会 5月1 日 X線撮影（学部女 子）

18日 係長連絡会 6 日 健康診断 （人文学部・理 学部）

21日 第3 回附属 図書館商議会 7日 X線撮影（学部女 子）

21日 富山県図書館協会定期総会（於 富山県立 8 日 X線撮影（学部女 子）

図書館） 11 日 X線撮影（学部男 子）

22日 消火訓練及び非難訓練実施 13 日 健康診断 （経済学部）

25日 平成4 年 度国 立大学附属 図書館事務部課長 1 5日 保健管理 センター運営委員会

会議（於・東京医 科歯 科大学） 18 日 X線撮影（学部男 子）

20日 健康診断 （工学部）

地域共同研究センター ｜ 21 日 X線撮影（学部男 子）

25日 X線撮影（教養部女 子）

26日 X線撮影（教養部女 子）

5月14日 文部省関係者視察 全国 大学保健管理 協会東 海・ 北陸地方幹事

1 5日 地域共同 研究センター運営委員会 会（於 名 古屋大学）

27日 X線撮影（教養部男 子）

28日 X線撮影（教養部男 子）

y骨付句付句匂匂匂匂匂匂匂侍匂付句句匂骨付句句匂骨骨匂侍匂骨付句匂匂匂侍匂句匂侍匂匂侍句匂勺
； 平成4年度国家公務員安全週間の実施について ； 
回 一月1…7臥） （本年問語） ； 
；笹E 各省庁各機問害の根絶を期川 安全な職場の管理は あなたが主役 ；
マ に， 安全管理 に関する施策の充実， 安全意 （安全週間中の実施事項） � 

識の高揚及び安全活動の定着を図り， 職員 \. J q 
； の安全を確保する ことによって 公務能率 1 交通安全に対する意識の高揚 � 
q の向上に資することを目的として 行うもの 2. 庁舎内外の整理 ， 整とん Q 

； である。 3 危険設置危険物機械設備等の点検整備 ；
4. 放射性物質取扱い施設の点検整備 1 3均九知匂骨骨骨匂＂＂＇九侍匂匂骨骨骨骨骨骨匂匂侍勾引ン骨骨侍侍骨骨4内骨骨骨骨骨骨匂侍匂侍侍仲匂品。？
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